黒龍江省の冬季観光イベント

今年大雪に恵まれた黒龍江省では2012年12月から観光シーズンに入り、魅力ある氷雪観光イベント等によって、多くの観光客で賑わっている。

黒龍江省観光局によると、今年の省内観光商品は多様化し、又より多くのイベントが開催されたという。「黒龍江スキー祭」、「ハルビン氷雪祭」、「大慶氷雪温泉祭」、「伊春森林氷雪歓楽祭」、「佳木斯三江雪祭」、「チチハル関東文化祭」、「牡丹江鏡泊湖冬季捕魚祭」、「漠河北極冬季祭」等、一連の地方イベントによって、冬季観光の人気は一層高くなり、各地では観光ブームとなっている。

ハルビン氷雪大世界は2012年12月23日にオープンして以来、観光客数は前年に比べ15％増加し、中でも1月7日のオープン当日には7万人の観光客が訪れ、開園以来最高の一日の入園人数を記録した。亜布力スキー場は今年オープンして以来、12万人のスキー観光客を迎え入れ、前年に比べ10.5％増となった。2013年元旦の日は5000人が来場し、同期に比べ12.2％増となった。伊春市では多くの観光イベントが催され、「原始林祭」、「氷上竜船祭」、「山荘クリスマス」、「スキー狩猟」、「赤松森林祭」、「高山スキー」等に人気が集まり、これまで国内の南からの観光ツアーが大幅に増加している。大型観光団44個、合わせて36万人を受け入れた、伊春市内の三つのスキー場は2012年12月1日オープンして以来、2.3万人を受け入れ、前年に比べ59％増となった。今年大慶市の北国温泉旅行は人気があり、2012年12月大慶にある主な温泉には25万人の観光客が訪れ、去年より18％増えた。ハルビン、チチハルからの観光客の他に、江蘇省、広東省、北京、上海からの客も増加している。漠河市の「北極村観光」は冬季観光スポットとして、2012年12月から今までは4.5万人受け入れ、去年より30％増えた。ハルビン―漠河の航空便は週1便から週3便に増便した。牡丹江市では今年「スキー観光」、「スケート観光」、「魚捕観光」、「氷滝観光」、「雪村観光」の五項目の大型観光イベントを企画し、鏡泊湖では、「氷上楽園」、「川上魚捕」、「温泉観光」、「スキー観光」などの氷雪観光商品の人気も高くなっている。観光季節に入ってから、観光客が急増し、昨年より3倍増加し、1月8日の「川上魚捕祭」には20.5万人が鏡泊湖に集まり多いに賑わった。

（黒龍江省ニュースより）

新潟県ハルビンビジネス連絡拠点提供
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